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通
報
と
同
時
に
災
害
地
点
を
突
き
止
め
、
出
動
隊
を
自
動
編
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
消
防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
」。
消
防
署
で
は
、
今

年
四
月
に
導
入
し
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
二
十
四
時
間
体
制
で
、

み
な
さ
ん
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
火
事
や
急
病
の
備
え
で
大
切
な
の
は
、
一
人
一
人
の
心
掛

け
で
す
。
冬
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
事
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
寒
暖
差
か
ら
、
風
呂
場
で
倒
れ
る
な
ど
の
急
病
が
増
え
ま
す
。

火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
急
病
の
と
き
に
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
、
身

の
回
り
の
こ
と
を
も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

普段見えないところから、火の手があがることが増え
ています。コンセントの差し込み口や冷蔵庫の裏のほこ
り、たこ足配線は危険です。家電製品のコードの上に重
い物を載せていたために断線し、火災になったというケ
ースもあります。年末の大掃除のときに身の回りをもう
一度、確認してみてください。また、放火による火災も
増えています。家の周り、特に道路に面したところには
燃えやすいものを置かないようにしてください。

大掃除で、見えないところをチェックして

落ち着いて、いつ、どこで、だれがを正確に
落ち着いて、いつ、どこで、だれが、どうしたかを正
確に伝えることが、救急車の到着時間を短くします。救
急車が到着するまでには平均6分かかります。周りの人の
協力で助けられる命があります。救急車が来るまでの間
に、消防署の指示に従って心肺蘇

そ

生
せ い

法などを試みて、倒
れている人の力になってください。
また、普段から消防署などで開いている普通救命の講習

会などに参加し、万一に備えておくことも大切です。
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瀧
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■
安
居
院
豊
消
防
士
長

火事ですか救急ですか

休日や夜間に「急に熱が出た」「おな

かが痛くなった」など、体の具合が急

に悪くなったときには、休日夜間急患

診療所で応急処置が受けられます。

利用する場合は休日夜間急患診療所

（134－0311）に電話をかけるか、健康

保険証をお持ちになり、直接ご来所く

ださい。病状が重い場合や入院が必要

な場合は救急病院を紹介します。

※産婦人科、耳鼻科、眼科は休日夜間急

患診療所で当番医をお知らせします。

◆診療科目
○休日の昼間 内科・外科・小児科・歯科

○平日と休日の夜間 内科・外科（休日

と土曜日のみ）・小児科

◆受け付け時間〈 〉内は診療開始時間

○休日の昼間 午前9時30分〈午前10時〉

～11時30分・午後1時30分〈午後2時〉

～4時30分

○平日と休日の夜間 午後7時〈午後7

時30分〉～10時30分

※平日：月～土曜日、休日：日曜日・祝日・
年末年始（12／30～1／3）

●休日夜間急患診療所の受け付け時間

を過ぎた場合には、平塚市消防署（121

－3340）へお問い合わせください。

テレホンガイドで救急病院を紹介し

ます。火災情報に切り替わっている

場合などは消防署直通の121－3240

をご利用ください。

□問健康課（内線2260）

●�
平塚商業高�

N

●春日野中�

国道1号�

平塚農業高�
●�

●富士見小�

医療センター前�

保健センター�
●休日・夜間急患診療所�

中里�

平塚農高�

休日夜間急患診療所があります。
休みの日や夜に具合が悪くなったら…

高
さ
三
十
�
ま
で
伸
び
る
は
し
ご
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
火
災
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
は
し
ご
は
、
上

に
伸
び
る
ば
か
り
で
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
十
度
ま
で
下
に
傾

け
る
こ
と
が
で
き
、
防
波
堤
か
ら
の
水
難
救
助
な
ど
に
も

活
躍
し
ま
す
。

は
し
ご
車

メ
ー
ト
ル

一
分
間
の
放
水
量
は
五
百
�
。

ホ
ー
ス
を
消
火
栓
に
つ
な
ぎ
、

消
火
活
動
を
し
ま
す
。
ま
た
、

坂
道
で
ホ
ー
ス
を
素
早
く
運
ぶ

た
め
に
、
車
の
後
ろ
に
は
、
一

人
乗
り
の
「
搭
乗
式
電
動
ホ
ー

ス
カ
ー
」
を
格
納
し
て
い
ま
す
。

ポ
ン
プ
車 車内では、病院までの搬送の間に救急救命士が救命

活動をします。市内に5台ある救急車の昨年1年間の

出動件数は9,406件。かけがえのない命を救うため、

高度な救命器具を積み、救急出動に備えています。

救急車

1,800Rの薬剤と2,300Rの水を積んでいま

す。この薬剤と水を混ぜて泡をつくり、そ

の泡で火を覆って消し止めます。危険物を

扱う事業所が県内で3番目に多い平塚の万

一に備えています。

化学車

油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
や
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
な
ど

た
く
さ
ん
の
救
助
器
具
を
積
ん
で
い
ま
す
。

建
物
火
災
の
と
き
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
交

通
事
故
の
と
き
に
は
、
救
急
車
と
一
緒
に
出

動
し
ま
す
。

救
助
工
作
車

リ
ッ

ト
ル

s
消
防
庁
舎
三
階
に
あ
る
消
防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム



収
集
日
を
確
認
し
よ
う�

年末年始�

ご
み
分
別
を
し
っ
か
り
と�

平成14年12月15日　２
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

話 題

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
は
、
市
の
処

理
施
設
に
直
接
持
ち
込
め
ま
す
。
持

ち
込
み
料
金
は
、
一
　
　
あ
た
り
六

円
で
す
。
持
ち
込
め
る
日
時
や
物
品

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架空請求書についての相談が、

最近多く寄せられています。≪債

権回収代行業者と名乗るグループ

から、『あなた名義の電話回線で利

用した、有料アダルト番組の未納

利用料金について、債権譲渡を受

けた。４日以内に振り込まないと

訪問し、交通費、人件費を加算し

て請求する』という内容のハガキ

が届いた。利用した覚えがないの

に払わなければいけないのか。≫

この業者は、何かの情報をもと

に請求書を送ったと思われます。

しかし、使った覚えのない、架空

の請求に応じる必要はありません。

簡単に支払いに応じないよう注意

しましょう。

□　問 市民活動推進課（内線2263）

架空請求書を送りつける業者にご用心
くらし快適メモ〈連載○43〉

消費生活相談：毎週月・水・金曜日午前9時～午後4時／市民活動推進課（市役所
東附属庁舎2階）／電話（内線2910）でも相談できます

事
業
所
や
店
舗
の
ご
み
は
事
業
主

が
処
理
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
た

だ
し
、
少
量
の
燃
せ
る
ご
み（
一
日
100

未
満
）は
、有
料
で
収
集
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
業
務
課

（
1
21-

８
７
９
６
）へ
。

■
燃
せ
る
ご
み
…
…
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー（
大
神
3230
・
1
55-

６
６
１
５
）

▽
休
み

日
曜
日
と
12
月
30
日（
月
）

正
午
〜
１
月
３
日（
金
）

■
燃
せ
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
…
…

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場（
堤
町
３-

５
・
1
22-

４
５
５
７
）

▽
休
み

土
・
日
曜
日
と
12
月
27
日

（
金
）午
後
３
時
〜
１
月
５
日（
日
）

■
少
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
、
が
れ

き（
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
の
み
）…
…

遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場（
土

屋
585
・
1
58-

８
４
６
６
）

▽
休
み

土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
12

月
27
日（
金
）正
午
〜
１
月
５
日（
日
）

クリスマス ビーチフェスタ�

海辺で波の音を聞きながら、ロマンチックな
クリスマスを過ごしませんか。期間中は、午後
5時から9時までイルミネーションが点灯します。
期間 12月22日（日）～25日（水）
★12月22日（日）はビーチパークに集合！
午前10時～ スポーツカイト体験
正午～ ビーチバレーボール「クリスマスCUP

2002年」（すてきなゲストが登場します）
午後5時～ イルミネーション点灯式、お魚パ

ーティ（参加料500円）
※駐車場はありません。
□問 ビーチセンター（123－4781・月曜日は休み。
ただし23日は開館し、24日は休みです）

年末（１２月最後）� 年始（１月最初）�地　区�
燃せるごみ�燃せないごみ�資源再生ごみ�ペットボトル�燃せるごみ�燃せないごみ�資源再生ごみ�ペットボトル�

年末年始のごみ収集日一覧表�

３０日（月）�

３０日（月）�
３０日（月）�

３０日（月）�

３０日（月）�

３０日（月）�

３１日（火）�
３１日（火）�
３１日（火）�
３１日（火）�

３１日（火）�

崇善南・�
崇善中央�
港�
富士見・南原�

崇善北（立野町、�
浅間町、宮松町、�
追分）�

花水・なでしこ�

真土・四之宮・八�
幡・松原�

中原・松が丘・�
新町�

土屋・金目�
旭南�
旭北・吉沢�
金田・岡崎・豊田�
�

大神・田村・横内・�
横内団地・城島�

６日（月）�

６日（月）�
６日（月）�

６日（月）�

６日（月）�

６日（月）�

７日（火）�
７日（火）�
７日（火）�
７日（火）�

７日（火）�

１７日（火）�

１７日（火）�
２０日（金）�

２４日（火）�

２７日（金）�

１８日（水）�

１６日（月）�
１９日（木）�
２５日（水）�
２６日（木）�

２３日（祝）�

２４日（火）�

２４日（火）�
２７日（金）�

１７日（火）�

２０日（金）�

２５日（水）�

２３日（祝）�
２６日（木）�
１８日（水）�
１９日（木）�

１６日（月）�

７日（火）�

７日（火）�
１７日（金）�

１４日（火）�

１０日（金）�

１５日（水）�

６日（月）�
１６日（木）�
８日（水）�
９日（木）�

１３日（祝）�

１４日（火）�

１４日（火）�
１０日（金）�

７日（火）�

１７日（金）�

８日（水）�

１３日（祝）�
９日（木）�
１５日（水）�
１６日（木）�

６日（月）�

２５日（水）�

２５日（水）�
２５日（水）�

１８日（水）�

１８日（水）�

２５日（水）�

２５日（水）�
２５日（水）�
１８日（水）�
１８日（水）�

１８日（水）�

８日（水）�

８日（水）�
８日（水）�

１５日（水）�

１５日（水）�

８日（水）�

８日（水）�
８日（水）�
１５日（水）�
１５日（水）�

１５日（水）�

３０日（月）� ６日（月）�２４日（火）�１７日（火）� １４日（火）�７日（火）�１８日（水）� １５日（水）�

た
ん
す
や
ふ
と
ん
な
ど
の
大
き
な

ご
み
は
、
各
地
域
の
集
積
所
に
は
出

せ
ま
せ
ん
。
引
き
取
り
を
環
境
業
務

課
に
依
頼
す
る
か
、
直
接
、
処
理
施

設
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い（
い
ず
れ

も
有
料
）。

引
き
取
り
依
頼
す
る
と
き

環
境

業
務
課（
1
21-

８
７
９
６
）に
連
絡

し
、
収
集
日
を
予
約
し
、
出
さ
れ
る

も
の
を
す
べ
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
収
集
日

毎
月
29
日
〜
31
日
を
除

く
火
・
水
・
木
曜
日
※
12
月
27
日
〜

１
月
13
日
は
収
集
が
あ
り
ま
せ
ん
。

年
末
は
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
年

明
け
の
収
集
に
な
り
ま
す
。

●
引
き
取
り
料
金
の
目
安

１
立
方

あ
た
り
二
千
二
百
円
。
大
き
さ
や

重
さ
で
多
少
料
金
は
異
な
り
ま
す
。

・
ふ
と
ん
…
…
…
…
…
四
百
四
十
円

・
ソ
フ
ァ（
１
人
掛
け
）六
百
六
十
円

・
じ
ゅ
う
た
ん（
4.5
畳
）…
…
六
百
円

エ
ア
コ
ン（
機
器
と
し
て
独
立
し
て

い
る
も
の
）、
電
気
冷
蔵
庫
、
ブ
ラ
ウ

ン
管
式
テ
レ
ビ
、
電
気
洗
濯
機
は
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
排
出
の
方
法

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

引
き
渡
す
に
は
？

次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
引
き
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

①
廃
棄
す
る
製
品
を
購
入
し
た
小
売

店
に
引
き
取
り
を
依
頼
す
る

②
新
品
に
買
い
替
え
た
小
売
店
に
引

き
取
り
を
依
頼
す
る

③
郵
便
局
で
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
」

を
購
入
し
、
持
ち
込
み
場
所
へ
直
接

搬
入
す
る

※
右
の
方
法
が
困
難
な
場
合
は
、
市

で
収
集
し
ま
す
。
環
境
業
務
課（
1

21-

８
７
９
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
購

入
費
の
ほ
か
、
一
点
に
つ
き
二
千
円

の
運
搬
料
金
が
か
か
り
ま
す
）。

い
く
ら
か
か
る
？

廃
家
電
四
品

目
を
処
理
す
る
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
費

用
と
収
集
運
搬
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

〈
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
〉
引
き
渡
し
を

依
頼
す
る
小
売
店
に
直
接
支
払
う
か
、

郵
便
局
で
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
」
を

購
入
し
て
支
払
い
ま
す
。

●
主
要
メ
ー
カ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
費

用（
税
別
）

・
エ
ア
コ
ン
…
…
…
…
三
千
五
百
円

・
電
気
冷
蔵
庫
…
…
…
四
千
六
百
円

・
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
…
二
千
七

百
円

・
電
気
洗
濯
機
…
…
…
二
千
四
百
円

〈
収
集
運
搬
費
用
〉

小
売
店
ご
と
に

異
な
り
ま
す
の
で
店
頭
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
（
次
の
引
き
取
り
場
所

へ
直
接
持
ち
込
む
と
、
こ
の
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
）。

直
接
持
ち
込
め
る
場
所

家
電
の
製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
、

持
ち
込
め
る
場
所
が
異
な
り
ま
す
。

受
け
入
れ
の
可
否
を
確
認
し
、「
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
券
」
を
購
入
し
、
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。
※
年
末
年
始
の
営

業
日
時
は
、
各
事
業
所
へ
。

【
㈱
サ
ト
ウ
】

茅
ケ
崎
市
萩
園
1074
、

1
０
４
６
７-

57-

０
０
３
６

▽
取
り
扱
い
メ
ー
カ
ー

東
芝
、
松

下
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ（
日
本
ビ
ク
タ
ー
）、
ダ

イ
キ
ン
、
コ
ロ
ナ
、
東
京
ガ
ス
、
オ

リ
オ
ン
電
機
、
ク
リ
ナ
ッ
プ
な
ど

▽
営
業
日
時

月
〜
土
曜
日
（
祝
日

は
休
み
。
土
曜
日
は
不
定
休
）、
午
前

８
時
〜
午
後
５
時
（
正
午
〜
午
後
１

時
は
除
く
）

【
西
濃
運
輸
㈱
茅
ケ
崎
支
店
】

茅
ケ

崎
市
萩
園
2730
・
1
０
４
６
７-

87-

１
３
０
１

▽
取
り
扱
い
メ
ー
カ
ー

日
立
、
三

洋
、
ソ
ニ
ー
、
シ
ャ
ー
プ
、
三
菱
、
三

菱
重
工
、
ア
イ
ワ
な
ど

▽
営
業
日
時

月
〜
土
曜
日
（
祝
日

は
休
み
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
除
く
）

メ
ー

ト
ル

キ
ロ
グ
ラム

キ
ロ
グ
ラム

家
庭
の
し
尿
の
く
み
取
り
は
二
十

日
間
隔
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
末

年
始
（
十
二
月
二
十
八
日
〜
一
月
五

日
）
の
間
に
く
み
取
り
予
定
日
が
あ

た
る
家
庭
に
限
り
、「
臨
時
く
み
取
り
」

を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象

12
月
９
日（
月
）〜
16
日（
月
）

に
く
み
取
り
を
し
た
家
庭

お
申
し
込
み
は
、
十
二
月
十
六
日

（
月
）
〜
二
十
日
（
金
）
に
、
環
境
管

理
課（
内
線
２
２
４
２
）へ
。

し
尿
の
臨
時�

く
み
取
り�

し
尿
の
臨
時�

く
み
取
り�

　年末年始は、施設の休館日が不規則になります。お出掛けをするときには、�
事前にご確認ください。（●印が休みです）�

２７�
（金）�

２８�
（土）�

２９�
（日）�

３０�
（月）�

３1�
（火）�

１�
（祝）�

２�
（木）�

３�
（金）�

４�
（土）�

５�
（日）�

６�
（月）�

市役所、市民病院（外�
来）、保健センター、�
福祉会館�

施　設�

月　日�

窓口センター�
駅　前�
各地区�

図書館（４館）�
博物館、美術館�
青少年会館、総合体�
育館、見附台体育館、�
ふれあい動物園�
公民館�
子どもの家�

１２/ １/

遠藤原一般廃棄物�
　　　　　最終処分場� 粗大ごみ破砕処理場� 環境事業センター�

至�
日向岡�
  トンネル�神奈川大学�

土屋公民館�

至
中
井�

至
秦
野�

至
金
目�

金
目
川�

土
屋
橋�

遠藤原一般廃棄物�
　　　　　最終処分場�

至平塚駅� 至海岸�

至厚木� 至銀河大橋入口�

榎木町�工業団地�
入口� 至

茅
ケ
崎�

堤町北�
堤町�

八
幡
交
番
前�

粗大ごみ�
破砕処理場�

市
役
所�

国道1号�

国
道
１
２
９
号�

ダイエー�
�

至厚木�

至平塚駅� 旧田村十字路�

環境事業�
センター�
�

新幹
線�

相
模
川�

八坂神社�
入口�

大神�

田村十字路�

スリーエフ�
国
道
１
２
９
号� 神

川
橋�

臨
時
ご
み

大
型
ご
み

廃
家
電
四
品
目

2003年の幕開けをビーチパークで迎えませんか。日の出とともに、太鼓
を打ち、新年を祝います。雨天中止。u日時 1月1日（祝） u内容 午前
0時　イルミネーション点灯、午前6時30分ごろ　七夕太鼓（相州平塚七夕
太鼓保存会）の演奏　※駐車場はありません。

初日の出を見る会
◇問い合わせ先　ビーチセンター（123－4781）
※月曜日は休み。ただし23日は開館し、24日は休みです。
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市街化調整区域では、建築物の規制をしています。屋根
と柱があれば建築物にあたり、テントや車庫、事務所や倉
庫などとして使用する、ユニットハウス、簡易物置、コン
テナやバスなどを建てたり、置いたりすることはできませ
ん。建物を建てるときは、確認しましょう。

市街化調整区域には建築物を建てられません
◇問い合わせ先　開発審査課（121－8789）

暮 ら し

市
が
所
有
し
て
い
る
利
用
目
的
の

な
い
土
地
九
物
件
を
、
住
宅
敷
地
と

し
て
公
募
抽
選
で
売
却
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格

個
人
…
市
内
に
お
住

ま
い
、
お
勤
め
し
て
い
る
。
法
人
…
市

内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る

▽
売
却
物
件

下
表
の
と
お
り
。

▽
申
し
込
み

市
役
所
１
階
案
内
窓

口
、
管
財
課
（
市
役
所
西
附
属
庁
舎

２
階
）、
公
民
館
、
駅
前
窓
口
セ
ン
タ

ー（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
10
階
）な
ど
で
お
配
り

す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
、
管
財
課
へ
。
１
人（
１
社
）１

物
件
に
限
り
ま
す

▽
受
け
付
け
期
間

１
月
８
日（
水
）

ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
は
除
く
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
年
末
年
始（
12

月
30
日
〜
１
月
３
日
）は
除
く
。

▽
公
募
抽
選

１
月
11
日（
土
）午
前

10
時
、
市
役
所
Ａ
会
議
室
（
東
附
属

庁
舎
２
階
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
管
財
課
（
内

線
２
４
７
１
）へ
。

な
ど
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
委
員

会
は
、
年
に
八
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

以
上
の
方
、
２
人（
選
考
）

▽
任
期

平
成
15
年
１
月
か
ら
２
年

間（
報
酬
あ
り
）

▽
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
市

民
活
動
歴
、
応
募
の
動
機
（
一
千
二

百
字
以
内
・
様
式
は
自
由
）を
書
き
、

市
民
活
動
推
進
課（
市
役
所
東
附
属

庁
舎
２
階
・
〒
254-

8686
浅
間
町
９-

１
・
6
21-

９
６
１
９
）へ

▽
締
め
切
り

１
月
10
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活
動
推

進
課（
内
線
２
５
９
６
）へ
。

市
民
活
動
を
支
え
ま
せ
ん
か�

市
民
活
動
推
進
委
員
会
の�

委
員
を
募
集�

公
募
抽
選
で
売
却�

全9件�

市
有
地
を
売
り
ま
す�

市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
公
益

的
な
活
動
を
支
え
る
た
め
に
、
今
年

の
九
月
、
市
民
活
動
推
進
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、

来
年
一
月
に
市
民
活
動
推
進
委
員
会

を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
委
員
会
の
委

員
と
し
て
平
塚
の
市
民
活
動
を
よ
り

一
層
活
発
に
す
る
た
め
の
推
進
事
業

入
居
を
希
望
す
る
方
は
、
十
二
月

十
六
日（
月
）か
ら
、
市
役
所
一
階
案

内
窓
口
、
建
築
課
（
市
役
所
四
階
）、

公
民
館
、
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
十
階
）な
ど
で
お
配
り
す

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
一
世
帯
一

住
宅
に
限
る
・
抽
選
）。

▽
受
け
付
け
期
日

１
月
９
日（
木
）・

10
日（
金
）

▽
受
け
付
け
場
所

市
役
所
Ｂ
会
議

室（
東
附
属
庁
舎
２
階
）

▽
主
な
入
居
資
格

①
市
民
と
な
り

引
き
続
き
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る

②
一
般
世
帯
用
は
、
主
に
夫
婦
（
婚

約
者
を
含
む
）
ま
た
は
親
子
か
ら
な

る
家
族
③
住
宅
に
困
っ
て
い
る
④
収

入
が
基
準
内
で
あ
る
⑤
市
民
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い

▽
入
居
募
集
住
宅

一
般
世
帯
用

・
龍
城
ケ
丘
住
宅
…
…
…
…
…
１
戸

・
中
原
下
宿
住
宅
…
…
…
…
…
１
戸

・
東
中
原
住
宅
…
…
…
…
…
…
７
戸

・
田
村
宮
の
前
住
宅
…
…
…
…
１
戸

・
出
縄
中
谷
戸
住
宅
…
…
…
…
２
戸

・
岡
崎
住
宅
…
…
…
…
…
…
…
２
戸

単
身
世
帯
用

・
田
村
植
竹
住
宅
…
…
…
…
…
１
戸

・
東
中
原
住
宅
…
…
…
…
…
…
２
戸

65
歳
以
上
の
２
人
用

・
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
平
塚
…
…
…
１
戸

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課（
1

21-

８
７
８
４
）へ
。

今の時代、親は子どもに、「見ず知らずの人に声を掛けられ
たら、危ないから逃げなさい」というのが関の山です。わた
しが子どものころは、何かと大人が子どもに声を掛けてくれ
ました。これが世代を超えた人付き合いの土台となりました。

大人から子どもたちに声掛けを

青
少
年
に
か
か
わ
る
会
合
に
出

席
す
る
度
に
、
わ
た
し
は
、
こ
う
申

し
上
げ
て
い
ま
す
。「
わ
た
し
た
ち

の
子
ど
も
時
代
は
、
戦
後
の
物
の

な
い
時
代
だ
っ
た
け
れ
ど
、
未
来

が
開
け
て
い
る
よ
う
な
明
る
さ
が

あ
っ
た
。
今
は
、
大
人
自
体
も
閉

そ
く
状
況
に
あ
る
よ
う
に
、
子
ど

も
た
ち
は
未
来
に
対
す
る
夢
を
持

ち
に
く
い
の
で
は
な
い
の
か
」
と
。

昭
和
二
十
年
代
に
は
、
近
所
の

大
人
た
ち
は
わ
た
し
た
ち
子
ど
も

を
わ
が
子
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ

た
り
、
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
し

ま
し
た
。
わ
た
し
自
身
、
近
所
の

同
級
生
の
家
で
、
縁
の
下
に
あ
っ

た
サ
ツ
モ
イ
モ
を
ご
ち
そ
う
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ふ
か
し
た
温
か
い
サ
ツ
マ
イ
モ
を

ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
山
本
有
三
の

小
説
「
路
傍
の
石
」
で
、
主
人
公

の
吾
一
少
年
が
ひ
も
じ
さ
の
あ
ま

り
、
縁
の
下
に
あ
っ
た
ダ
リ
ア
の

球
根
を
サ
ツ
マ
イ
モ
と
間
違
え
て

食
べ
て
し
ま
う
場
面
を
思
い
出
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
遊
び
で
遠
出
を
し
た
と

き
に
は
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
か
ら

も
優
し
い
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た

り
、
励
ま
さ
れ
た
り
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
理
解

し
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
と
い
う

体
験
は
、
後
々
の
成
長
に
非
常
に

大
切
で
す
。
世
代
を
超
え
た
人
と

の
つ
な
が
り
を
経
験
し
、
人
と
の

付
き
合
い
方
、
応
対
の
仕
方
な
ど

が
自
然
に
身
に
つ
く
と
思
い
ま
す
。

今
は
残
念
な
が
ら
、
大
人
と
子
ど

も
が
隔
離
さ
れ
す
ぎ
て
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
、
ぜ
ひ
、
大
人
た
ち

は
自
分
た
ち
の
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
大
人
の
方
か
ら
率
先
し
て
あ

い
さ
つ
や
声
掛
け
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
痛
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
室
か
ら�

こんにちは�
吉野稜威雄市長

物件番号�
�

所　在　地� 面積（㎡）�価格（円）�
中原一丁目１３３５番７�
中原一丁目１３３５番２※�
中原一丁目１３３５番８�
中原一丁目１３３５番２※�
四之宮二丁目４０２番９�
豊田宮下字十二天５１５番５�
豊田宮下字十二天５１５番６�
南金目字柳町１１１１番２�
南金目字柳町１１１１番３�
南金目字柳町１１１１番５�
南金目字柳町１１１１番６�

１６７.４２�
６８.８７�
１６６.８４�
６８.８７�
１３７.９１�
１３６.５９�
１８７.９８�
１０３.１１�
１０３.１１�
１１０.６８�
１１０.６８�

２２,８４１,９３０�

２２,７６４,７９０�

２２,２０３,５１０�
１８,５７６,２４０�
１９,９２５,８８０�
１３,７１３,６３０�
１２,８８８,７５０�
１４,１６７,０４０�
１４,１６７,０４０�

①�

②�

③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑧�
⑨�

※進入路部分共有　持ち分２分の１� 地目はすべて宅地�

箱根駅伝�

たすきに様々な思いをこめ、毎年

熱いドラマが繰り広げられる「箱根

駅伝」。今回も東海大学と神奈川大学

が出場します。湘南の風を切り、力

いっぱい走る選手たちにあたたかい

ご声援をお送りください。

○平塚中継所の通過予想時刻

・往路（2日） 午前11時
・復路（3日） 午前10時

指揮 城谷正博（神奈川フィル副指揮者）

管弦楽 平塚フィルハーモニー管弦楽団

入場料 2,000円（全席自由）

チケットは市民センター、ヤンレイレ

コードで好評発売中。

□問 文化財団（132－2237）

市民オペラ合唱団と岩崎由紀子さん（ソプラノ）などがオペラの名場

面を歌います。「カルメン」など、なじみ深い曲をお楽しみください。

日時 2月9日（日）午後2時開演
会場 市民センター

友好都市花巻市で開く「わんこそば全日本大

会」に出場する平塚市代表を募集します。この

大会は制限時間内に食べたそばの量を競います。

胃袋自慢のあなた、ぜひ挑戦してみませんか。

大会期日 2月11日（祝）

※2月10日（月）午前8時出発、

11日（祝）午後11時帰着（予定）。

対象 市内にお住まい、お勤

め、通学の3人１組のチーム、

１チーム（抽選）

参加料 1人約9,000円（往復交

通費と大会参加料は全額補助）

お申し込みは、12月26日（木）までに、交流親

善課（125－2520）へ。

わんこそば大会�
出場者募集�

大野小�

国道１２９号�大野�
公民館�

物件�

物件�

物件�
物件�

みどり�
保育所�

大原高�

県立平塚ろう学校�

豊田小�

新幹線�

金目�
公民館�

金目�
観音堂�

金目中�

南金目�

金目川�
金目�
幼稚園�

金目小�

豊田�
八幡宮�

豊田�
本郷�

南豊田�
豊田公民館�

　総合�
体育館�

大原小�

県
道
平
塚
伊
勢
原
線�

県
道
平
塚�

　
　
伊
勢
原
線�

慈
眼
寺�

豊
田
小
嶺
公
園�

県
道
平
塚
秦
野
線�

物件①②�

物件③�

物件④⑤�

物件⑥⑦⑧⑨�



５ 広報ひらつか　第733号（1日・15日発行） 交 通 安 全
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

平成14年12月15日　４

◆試合日程・対戦カード　
�12月31日（火）午後0時10分～　室蘭大谷（北海道）VS滝川第二（兵庫）
� 1月 2日（木）午後0時10分～　日章学園（宮崎）VS前橋商業（群馬）

午後2時10分～　静岡学園（静岡）と多々良学園（山口）の勝者VS
桐蔭学園（神奈川）と松山工（愛媛）の勝者

平塚競技場で3試合！
◇問い合わせ先　総合公園管理事務所（135-2233）
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

合
併
問
題
を
広
く
議
論
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
資
料
と
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
み
ん
な
で

考
え
よ
う
！
湘
南
地
域
の
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
「
事
務
事
業
一
元
化
現
況
調
査
に
つ
い

て
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、公

民
館
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
中
か
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
掲
載
し
て
い
る
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
湘
南
市
が
目
指
す
都
市
像

湘
南
市
と
し
て
目
指
す
将
来
都
市
像
を
《
人

と
自
然
と
ま
ち
が
奏
で
る
「
交
響
都
市
」
〜
日

本
の「
湘
南
」か
ら
世
界
の

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ

へ
の
飛
躍
〜
》
と
う
た
い
、
次
の
三
つ
の
基
本

理
念
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

・
新
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
発
信
都
市

・
知
的
創
造
都
市

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
都
市

★
湘
南
地
域
の
背
景
は

湘
南
市
の
将
来
の
都
市
像
と
基
本
理
念
の
も

と
に
な
っ
た
湘
南
地
域
の
背
景
に
は
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
湘
南
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル（
潜
在
能
力
）

・
ゆ
る
や
か
に
弧
を
描
く
湘
南
海
岸
と
母
な
る

相
模
川

・
首
都
圏
南
西
部
、
東
海
道
沿
い
に
立
地

・
歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
く
、
多
様
な
人
的
資

源
を
誇
る
ま
ち

・
地
域
全
体
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
備
さ
れ
た
都

市
基
盤

②
湘
南
地
域
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
条
件

・
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
（
左
上
表
参
照
）

・
生
活
圏
・
経
済
圏
の
広
域
化

・
産
業
構
造
の
変
化

・
情
報
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

・
地
方
分
権
と
厳
し
い
財
政
状
況

★
こ
れ
か
ら
の
方
向
性

湘
南
地
域
に
潜
在
す
る
自
然
・
歴
史
・
文
化
・

地
理
的
条
件
と
蓄
積
さ
れ
た
都
市
基
盤
な
ど
の

地
域
資
源
を
共
有
財
産
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、

社
会
経
済
の
変
化
に
広
域
的
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
湘
南

地
域
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
と
し
て
次
の
四
点

を
掲
げ
ま
し
た
。

・
新
し
い
生
活
文
化
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造

・
新
た
な
産
業
基
盤
の
創
出

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化

・
行
財
政
の
効
率
化

★「
将
来
都
市
像
」の
実
現
の
た
め
に

湘
南
市
の
将
来
都
市
像
《
人
と
自
然
と
ま
ち

が
奏
で
る
「
交
響
都
市
」
》
を
目
指
す
た
め
に

は
次
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

・
水
と
み
ど
り
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
湘
南
海
岸
・

相
模
川
の
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち

・
21
世
紀
の
東
海
道
に
連
な
る
ま
ち

・
芸
術
・
文
化
を
創
造
し
発
信
す
る
ま
ち

・
湘
南
ブ
ラ
ン
ド
を
い
か
し
た
世
界
に
は
ば
た

く
産
業
を
育
て
る
ま
ち

・
21
世
紀
の
湘
南
を
支
え
る
人
を
育

は
ぐ
く

む
ま
ち

・
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

・
自
立
的
な
地
域
経
営
を
め
ざ
す
ま
ち

◆
湘
南
市
研
究
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
ど
う
ぞ

湘
南
地
域
の
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希

望
の
方
は
企
画
課（
1
21
―
９
６
１
８
）ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

12
月
20
日（
金
）午
後
２
時
〜
４
時

▽
会
場

中
央
公
民
館

湘
南
市
の
将
来
都
市
像

交
通
事
故
が
最
も
多
く
発
生
し
て

い
る
時
間
帯
は
午
後
四
時
か
ら

六
時
ま
で
の
夕
暮
れ
ど
き
で
す
。
空
が

明
る
く
路
面
が
暗
い
夕
暮
れ
ど
き
は
、

空
の
明
る
さ
に
目
を
う
ば
わ
れ
、
周
り

の
状
況
が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

運
転
に
必
要
な
情
報
の
九
○
％
以
上

が
視
覚
に
依
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
目
か
ら
入
る
情
報
が
少
な
く

な
れ
ば
、
危
険
を
予
測
す
る
力
も
低
下

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発
見
が
遅
れ
、

歩
行
者
を
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
な
ど
の

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

夕
暮
れ
ど
き
に
危
険
を
素
早
く
予
測

す
る
た
め
に
は
、
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
の
点
灯
が
効
果
的
で
す
。
少
し
で
も

暗
さ
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
を
点
灯
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者
か

ら
も
発
見
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙

郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（
1
21
―

８
７
６
４
） な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

高
齢
者（
六
十
五
歳
以
上
の
方
）の

交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。日

本
全
国
で
交
通
事
故
に
遭
う
高
齢
者
は
、

毎
年
、お
よ
そ
九
万
人
。こ
れ
は
、高
齢

者
の
二
百
人
に
一
人
が
交
通
事
故
に
遭

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
は
、
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

い
つ
も
の
道
が
最
も
危
険

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く
が
、
自

宅
か
ら
一
　
�
以
内
の
道
路
で
起
き
て

い
ま
す
。
日
常
的
に
通
い
慣
れ
て
い
る

道
路
ほ
ど
警
戒
心
が
薄
れ
、
安
全
確
認

が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

交
通
状
況
は
日
々
変
わ
り
ま
す
。
す

い
て
る
生
活
道
路
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走

っ
て
く
る
車
も
あ
り
ま
す
。
近
所
を
散

歩
す
る
よ
う
な
と
き
で
も
確
実
に
安
全

確
認
を
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

夜
は
明
る
い
服
装
と
反
射
材

高
齢
者
の
服
装
は
、
黒
や
灰
色
っ
ぽ

い
も
の
が
多
い
た
め
、
夜
の
暗
さ
に
溶

け
込
む
と
運
転
者
か
ら
は
よ
く
見
え
ま

せ
ん
。
車
の
ラ
イ
ト
が
明
る
く
て
も
、

運
転
者
か
ら
見
え
て
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
夜
、
出
掛
け
る
と
き
は
、
明
る

い
服
装
で
出
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
服
や
自
転
車
に
反
射
材
を

つ
け
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

通
り
過
ぎ
る
ま
で
待
っ
て

車
が
遠
く
に
見
え
て
も
、
近
づ
い
て

く
る
の
は
、
意
外
と
早
い
も
の
で
す
。

わ
き
見
運
転
や
ぼ
ん
や
り
運
転
を
し
て

い
る
車
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
無
理
な
横

断
は
し
な
い
で
、
車
が
通
り
過
ぎ
る
の

を
待
っ
て
か
ら
横
断
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

視
線
を
確
認

交
差
点
で
、
右
・
左
折
車
に
巻
き
込

ま
れ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
右
・

左
折
車
は
対
向
車
に
気
を
と
ら
れ
、
歩

行
者
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
右
・
左
折
車
の
運
転
者
が
ど
こ

を
見
て
い
る
の
か
、
そ
の
視
線
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

判
断
能
力
を
過
信
し
な
い
で

年
齢
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
反
射
的

な
動
作
を
す
る
速
さ
は
衰
え
て
い
き
ま

す
。
自
分
の
判
断
能
力
を
過
信
し
な
い

で
、
無
理
の
な
い
運
転
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

右
側
に
注
意

高
齢
の
運
転
者
は
、
右
側
か
ら
の
車

両
や
歩
行
者
の
姿
を
見
落
と
し
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
交
差
点
を
通
行
す

る
と
き
は
左
側
ば
か
り
で
な
く
、
右
側

も
し
っ
か
り
安
全
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
マ
ー
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う

高
齢
者
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？

七
十
歳
以
上
の
方
で
車
を
運
転
す
る
方

は
、
車
の
前
後
に
高
齢
者
マ
ー
ク
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

ほ
か
の
運
転
者

の
み
な
さ
ん
は
、

高
齢
者
マ
ー
ク
を

つ
け
た
車
を
見
か
け
た
ら
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

�

■3市3町の人口および高齢者人口（65歳以上）比率と全国高齢者人口比率の推移�
資料：総務省「国勢調査」（平成12年まで）、（財）統計情報研究開発センター�

※3市3町…平塚市・藤沢市・茅ケ崎市・寒川町・大磯町・二宮町�

「市区町村別将来推計人口（２００５～２０３０年）」（平成17年以降）�
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市民相談室
（市役所１階）

121－8764
◇人権 12月17日（火）、１月

７日（火）13時～16時

◇行政 １月７日（火）13時～

16時

◇一般法律（予約制）毎週水・

木曜日13時～16時

◇登記・供託・測量 １月10日

（金）13時～16時

◇住宅（新・改築） 12月17日

（火）13時～16時

◇発明・考案・特許 ２月10日

（月）10時～15時、1月は休み

◇下請け取り引き 12月19日

（木）13時30分～16時

◇年金・社会保険・労災 1月

14日（火）13時～16時

◇消費生活 毎週月・水・金

曜日９時～16時

◇外国籍市民

スペイン語相談は毎月第１・

３水曜日、ポルトガル語相

談は毎月第２・４水曜日９

時～12時

◇手話案内 毎週金曜日９時

～12時30分

◇建築設計・耐震・バリアフリー

12月16日（月）13時～16時

◇高年齢者職業 12月19日

（木）13時～16時

◇許認可各種届出 12月24日

（火）13時～16時

◇一般市民 毎週月～金曜日

８時30分～17時

◇子育ての相談・情報提供

月・火・水・金曜日10時～

15時（第３月曜日午前のみ）

◇子どもの発達・発育の相談

毎週月・水・金曜日10時～15

時（来所相談は予約制）

◇電話 毎週月～金曜日10時

～16時

◇ヘルスアップ相談（予約制・

生活習慣病などの相談）12月

24日（火）13時～15時、１月

14日（火）９時30分～11時

◇来所 毎週月～金曜日10時

～17時

◇電話 毎週月～土曜日９時

～17時（第2・4土曜日は除く）

◇青少年相談　毎週月～土曜

日10時～18時30分

◇ヤングテレホン133－7830
みみでなやみなし

（青少年専用ダイヤル）毎週

月～土曜日10時～18時30分

◇法律（予約制）１月14日（火）

13時30分～15時30分

◇生活支援・ボランティア 毎週

月～金曜日８時30分～17時

◇母子 毎週月～金曜日９時

～16時

◇家庭児童 毎週月～金曜日

９時～16時

◇婦人（予約制）２月13日（木）

10時～15時、1月は休み

◇来所・電話 毎週月～金曜

日８時30分～17時

◇来所・電話（勤労者・事業

主対象）１月９日（木）13時

～16時

保健福祉総合相談
（市役所１階）

121－8779

福祉会館

133－2333

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

1・FAX34－9076

健康相談
（保健センター）

134－0311
労働相談
（勤労会館）

132－3355

青少年相談室
（市民センター２階）

134－7311

療育相談室
（福祉事業センター）

1・FAX32－2738

子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

136－6013

□問企画課（121-9618）

見
に
く
い
夕
暮
れ

危
険
を
探
れ
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が
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交
通
事
故
が

増
え
て
い
ま
す

今
年
一
月
か
ら
の
平
塚
市
内
の
交
通
死
亡
事
故
件
数
…
十
七
件（
十

二
月
九
日
現
在
）。
こ
れ
は
、
昨
年
の
十
件
を
大
き
く
上
回
る
数
で
す
。

平
塚
市
で
は
、
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、「
交
通
死
亡
事
故
発

生
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
広
報
活
動
や
警
察
に
よ
る
取
り
締
ま

り
強
化
な
ど
の
緊
急
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
年
末
は
車
や
人
の
通
行
が
多
く
な
り
、
交
通
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
笑
顔
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

□問

交
通
安
全
課（
内
線
２
６
４
０
）

発
見
が
遅
れ
る
夕
暮
れ
ど
き

午
後
四
時
か
ら
六
時
ま
で
が
最
も
危
険
。
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高
齢
者
の
事
故
が
急
増

万
が
一
で
は
な
い
。
確
率
は
二
百
分
の
一
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
一
時
不

停
止
、
運
転
中
の
携
帯
電
話
、

迷
惑
駐
車
…
。
周
り
を
無
視
し
た
自
己

中
心
的
な
運
転
は
大
き
な
事
故
を
呼
び

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
は
命
を
守
る
ル
ー

ル
で
す
。
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
「
一
杯
だ
け
だ
か
ら
」
は
酔
っ
て
い

る
証
拠

忘
年
会
な
ど
で
、
お
酒
を
飲
む
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
少
し
で
も
お
酒
を

飲
ん
だ
ら
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
を
運

転
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。「
一
杯
だ
け

だ
か
ら
」「
す
ぐ
そ
こ
ま
で
だ
か
ら
」

と
考
え
る
こ
と
自
体
、
す
で
に
正
し
い

判
断
能
力
を
失
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。

周
り
の
人
も
宴
会
場
に
車
で
来
た
人
に

は
、お
酒
を
勧
め
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
救
急
車
の
通
行
を
妨
げ
る
違
法
駐
車

違
法
駐
車
は
、
運
転
者
や
歩
行
者
の

死
角
を
つ
く
り
、
事
故
を
誘
発
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
一
秒
を
争
う
救
急
車
や

消
防
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
通
行
を
妨

げ
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
だ
け
だ
か
ら
」

と
安
易
な
気
持
ち
で
違
法
駐
車
を
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

■
抱
っ
こ
で
は
守
り
き
れ
な
い
衝
撃

時
速
四
十
　
�
で
衝
突
し
た
場
合
、

抱
き
か
か
え
て
い
る
子
ど
も
に
は
体
重

の
三
十
倍
の
力
が
加
わ
り
ま
す
。
子
ど

も
は
自
分
で
安
全
を
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

ブ
レ
ー
キ
の
は
ず
み
な
ど
で
、
座
席
か

ら
転
げ
落
ち
、
け
が
を
す
る
子
ど
も
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
車
に

乗
せ
る
と
き
に
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

反射材はこんなに光る

キ
ロ

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

s
高
齢
者
マ
ー
ク

し
な
い
、さ
せ
な
い
。ル
ー
ル
違
反

「
こ
れ
く
ら
い
」
と
思
う
気
持
ち
が
大
事
故
に
。

信号が青になってもすぐに歩き出

さず、周囲の安全を確かめてから

横断しましょう。特に夜間は右折車や左

折車の動きに注意しましょう。

右折や左折をするときは、必ず徐

行し、車の右側や左側に人や自転

車がいないかどうかしっかり確認しまし

ょう。また、夜間はライトがあたらない

暗がりから横断してくる歩行者に注意し

ましょう。

駐車中の車の前や後ろからの横断

は走っている車から見えにくく危

険です。遠回りでも、横断歩道や歩道橋

を利用しましょう。

駐車中の車の陰から、急に人や自

転車が飛び出してくるかもしれま

せん。頭や足、車輪などが見えていない

か注意し、十分速度を落として走りまし

ょう。特にバス停で停車中の路線バスを

追い越すときには注意してください。

車が近づいてきているのに、まだ

間に合うからと思って渡るのは危

険です。100m離れていても時速50kmの

車は、約7秒でやってきます。近づいてくる

車は通過してから渡るようにしましょう。

見通しの良い道路では、ぼんやり

運転や、わき見運転をしがちにな

ります。意識的に視線を動かし続けるな

ど、積極的に注意力の低下を防ぐ工夫を

しましょう。

「戸籍」をコンピュータ化します
t
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
り
、
戸
籍
の
証
明
書
を

お
渡
し
す
る
ま
で
の
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

平塚市に本籍がある人の戸籍をコンピュータ化します。
これにより、来年2月3日から、戸籍の証明書が次のよう
に変わります。

記載される文字が縦書きから横書
きになります。

戸籍謄本は「戸籍の全部事項証明」、戸籍抄本は「戸籍
の個人事項証明」に名称が変わります。

コンピュータ化とともに、電子公印による認証を導入
することで、証明書発行時間が短縮します。これにより、
みなさんの待ち時間が短くなります。

●書式が縦から横に

●名称が変わります

●待ち時間が短くなります

コンピュータ化に伴い、パスワードの管理徹底・改ざ
ん防止用紙の使用・職員研修など、さらに厳重なプライ
バシーの保護に努めます。

□問 市民課（121－8771）

●プライバシーの保護に努めます

コンピュータ化後の戸籍の氏名の文字には「常用漢字、
人名用漢字、そのほか一般に通用している漢字」を使い
ます。このため、それ以外の文字を使っている方は、現
在の戸籍に記載されている氏名の文字を改める必要があ
ります。該当する方には来年1月上旬に通知をお送りし
ますので、ご確認ください。
※戸籍のコンピュータ化（来年2月）以降も、コンピュー
タ化前の戸籍の内容は100年間保存していますので、
請求することができます。

●使えなくなる文字があります

●前売り券●
総合公園管理事務所で発売中
一　般　 1,300円
高校生　 800円
小・中学生　500円

”

“



が
あ
り
ま
す
。

▽
受
け
付
け
期
間

12
月
19
日

（
木
）〜
26
日（
木
）の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

▽
受
け
付
け
場
所

職
員
課（
市

役
所
３
階
）

▽
第
１
次
試
験
日

１
月
11
日

（
土
）午
前
９
時
〜
正
午

お
問
い
合
わ
せ
は
、
職
員
課

（
1
21
ー
８
７
６
２
）へ
。

※
職
員
採
用
試
験
の
情
報
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
１

面
題
字
右
横
参
照
）で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
と
印
を
お

持
ち
の
う
え
、
本
人
が
直
接
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
会
場
は
、
平

塚
合
同
庁
舎
で
す
。

◆
補
装
具（
車
い
す
以
外
）相
談

▽
日
時

1
月
24
日（
金
）、
２

月
28
日（
金
）、
３
月
28
日（
金
）、

午
後
１
時
〜
２
時

◆
車
い
す
相
談

▽
日
時

１
月
24
日（
金
）、
３

月
28
日（
金
）、午
後
２
時
〜
３
時

お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福

祉
課（
1
21
ー
８
７
７
４
）へ
。

日
赤
救
急
法
の
救
急
員
を
養

成
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

応
急
手
当
、
人
口
呼
吸
な
ど
を

学
び
、
最
終
日
に
は
検
定
試
験

を
し
ま
す
。

市
の
行
政
機
関
に
勤
め
、
保

健
師
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

昭
和
48
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
申
し
込
み
時

に
保
健
師
の
資
格
が
あ
る
人（
平

成
15
年
３
月
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
み
の
人
を
含
み
ま
す
）

▽
募
集
人
数

１
人

▽
応
募
方
法

職
員
課
（
市
役

所
３
階
）で
お
配
り
す
る
指
定

の
「
申
込
書
」、「
自
己
推
薦
書
」、

「
受
験
票
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
本
人
が
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
時
に
面
接

平成14年12月15日　６
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

Q社会福祉基金
地域福祉やボランティアの助成などに使われます。お
問い合わせは、社会福祉協議会（133－2333）へ。
u世界心道教平塚教会、藤本会計事務所一同、ハン・ボ
クスン後援会、日本競輪選手会南関東地区本部、磯崎輝
夫、南原せせらぎ山草会、川口節子、ポップサーカス、
沢野千恵子、平塚市福祉会館窓口募金箱、中栄信用金庫、
（故）田宮イク、福祉フェスティバル本部募金箱・手作り
班（老人クラブ、地域作業所）・ふれあい班（子育て）・母
（父）と子の交流コーナー・平塚市母子福祉なでしこ会、
匿名（2件）…合計1,527,437円
Q児童福祉へ
u匿名（1件）…合計1,000円
Q交通遺児へ
u神奈川県自転車商協同組合、二見正治…合計369,917円
P文化振興基金
芸術文化事業の実施や市民の創造的な文化活動の助成
などに使われます。お問い合わせは、文化行政推進室
（132－2235市民センター内）へ。
u吟道紘仙流、レイモン・ルフェーブル・グランド・オ
ーケストラ公演募金箱、相模武士の誉公演募金箱、平塚
民謡連合会…合計114,912円
Rみどり基金
緑化団体などの助成に使われます。お問い合わせは、

みどり公園課（内線2591）へ。
u村井弦斎まつり実行委員会、湘南地区貯水槽清掃協会
…合計34,824円
……………………以上９月受け付け分……………………
Pスポーツ振興基金
スポーツの講習会、スポーツ団体の助成などに使われ
ます。お問い合わせは、スポーツ振興財団（135－0102）へ。
u平塚ママさんバレーボール協会、平塚市体育振興連絡
協議会…合計41,000円
……………以上平成14年7月～10月受け付け分……………
献血ありがとう～11月の献血実施協力事業所

u東海大学、東京電力、日揮ユニバーサル、三共化成工業

十
月
診
療
分
の
高
額
医
療
費

の
支
給
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
期
間

１
月
８
日（
水
）〜
10

日（
金
）

▽
場
所

市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ル

▽
持
ち
物

支
給
申
請
書
（
該

当
す
る
方
に
郵
送
し
ま
す
）、印
、

医
療
機
関
な
ど
で
発
行
し
た
領

収
書
、
金
融
機
関
の
口
座
番
号

が
確
認
で
き
る
も
の（
預
金
通

帳
な
ど
。
郵
便
局
は
除
き
ま
す
）

期
間
内
に
申
請
が
で
き
な
い

方
は
、
保
険
年
金
課（
市
役
所

１
階
⑬
ー
１
番
窓
口
）へ
お
越

し
く
だ
さ
い（
随
時
受
け
付
け
）。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
課（
内
線
２
２
５
６
）へ
。

「
痴
呆
性
高
齢
者
ケ
ア
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
き
ま
す
。
高
齢

者
の
痴
呆
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
講
演
会
と
介
護
者
の
立
場

か
ら
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

あ
り
ま
す
。
参
加
自
由
。

▽
日
時

１
月
25
日（
土
）午
後

２
時
〜
４
時
30
分

▽
会
場

中
央
公
民
館

▽
定
員

600
人

▽
基
調
講
演

「
痴
呆
の
理
解

を
深
め
る
」
大
野
史
郎
さ
ん（
研

水
会
平
塚
病
院
院
長
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会（
1
33
ー
２
３
３
３
・

福
祉
会
館
内
）へ
。

▽
日
時

1
月
18
日（
土
）、
19

日（
日
）、25
日（
土
）、26
日（
日
）、

全
４
回
、
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

▽
会
場

中
央
公
民
館

▽
対
象

15
歳
以
上
の
方（
中

学
生
は
除
く
）

▽
定
員
　
30
人（
先
着
順
）

▽
教
材
費

二
千
五
百
円

お
申
し
込
み
は
、
十
二
月
十

六
日（
月
）か
ら
、
生
活
福
祉
課

（
内
線
２
２
１
０
）へ
。

傍
聴
す
る
に
は
、
午
後
０
時

三
十
分
〜
一
時
に
、
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い（
抽
選
）。

▽
日
時

12
月
24
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場

勤
労
会
館

▽
定
員

10
人

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福

祉
・
介
護
保
険
課（
1
21
ー
８

７
９
０
）へ
。

老
人
保
健
の
高
額
医
療
費

の
支
給
申
請
の
受
け
付
け

痴
呆

ち
ほ
う

の
あ
る
お
年
寄
り

の
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

介
護
保
険
運
営
協
議
会

を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

身
体
障
害
者
の
補

装
具
な
ど
の
相
談

日
赤
救
急
法
の
講

習
会
を
開
き
ま
す

☆楽しくウォーキング（生活習慣病と腰痛・肩こり予防）

靴の選び方、正しい姿勢、効果的な足の運び方などのウォ

ーキングの基礎を学びませんか。初心者の方や男性も大歓迎

です。

u日時 1月24日（金）午後1時30分～3時　

u会場 保健センター　

u持ち物 運動服、運動靴

☆なぜ？どうして？高脂血症（専門医の話）

コレステロールや中性脂肪が気になる方、この機会に専門

医の話を聞いてみましょう。

u日時 1月15日（水）午後1時30分～2時30分

u会場 勤労会館

ヘ ル シ ー 体 験 教 室

い き い き 健 康 教 室

お申し込みは、電話で保健センター（134ー0311）へ。

市
内
の
市
立
幼
稚
園
や
小
・

中
学
校
に
勤
務
す
る
障
害
児
介

助
員
を
募
集
し
ま
す
。
一
年
間

の
登
録
制
で
、
欠
員
な
ど
が
生

じ
た
場
合
に
採
用
し
ま
す
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で

昭
和
27
年
４
月
２
日
〜
52
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

▽
応
募
期
間

12
月
16
日（
月
）

〜
24
日（
火
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

▽
面
接
日

1
月
18
日（
土
）

▽
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書

（
Ａ
４
・
写
真
を
添
付
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
本
人
が
直
接
、

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー（
崇

善
小
学
校
北
側
）へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン

タ
ー（
1
36
ー
６
０
１
２
）へ
。

障
害
児
の
介
助
員

を
募
集
し
ま
す

ご家庭の不用品を再デビ
ューさせませんか。
◇譲ってください おもち
ゃの着せ替え人形、男子つ
め襟学生服（180cm）、湘南養
護学校女子制服（160cm）、ベ
ビーベッド、ビデオデッキ、
空気清浄機、こたつ、FAX
付き電話、電気ストーブ、子
ども用自転車（12または14

インチ）
◇譲ります ①有料 クーハン、ベビー布団セッ
ト、ベビーバスセット、クリスマスツリー、パソ
コンラック、ミニコンポ、スキー用品一式、だっ
こベルト、大正琴
②無料 表彰額（2個）、乾燥機、座卓、シング
ルベッド、本箱、足踏みミシン、空手着（160cm）、
油絵、掛け・敷き布団（2セット）、学習机
◎不用品の登録やあっせんは、電話などでお
受けします（先着順）。受け付けは、土・日
曜日、祝日を除く午前8時30分から午後5時ま
でです。不用品登録情報は市のホームページ
でもご覧いただけます（URLは1面題字右横
参照）。交渉は当事者同士でお願いします。
登録は3か月間有効。

紙ふうせん（平山泰代、後藤悦治郎）が、

話と歌で夫婦愛をつづります。入場無料。

日時 2月１日（土）
午後6時30分開演

会場 中央公民館
定員 700人（先着順）

「紙ふうせん」が家族を語る�

※0歳から就学前のお子さんの保育、手話通訳や聴覚補助システムがあり

ます。要約筆記を希望する方は、1月10日（金）までにお申し込みください。

u申し込み方法 はがきまたはファクスに、住所、氏名、電話番号、保

育希望の有無を記入し、男女共同参画推進室（〒254－0034宝町3－1MNビ

ル10階、622－3037、121－7500）へ

◇申し込み　ひらつか天城山荘
※申し込みは4か月前から受け付け
・電　話　0558－87－1050
・ＦＡＸ　0558－87－0557
・所在地　〒410－3216静岡県田方郡
天城湯ケ島町上船原1120－1

・1泊2食諸税込み、大人5,820円・子ど
も5,140円（一般室）から

×印 満室　△印 早めに申し込みを　○印 まだ余裕がある　休印 休館日（平成14年12月6日現在）
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
祝 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 祝 火 水
× × △ × ○ 休 休 休 ○ ○ △ △ ○ ○ ○

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
○ △ △ ○ × × × × × ○ × × ○

２

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 祝 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○
※空き状況はHPで毎週金曜日に更新。http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/
※10人以上の団体は平塚から山荘までバスで送迎します（有料）。

保
健
師
を
募
集�
平
塚
市
の�

10月19日に市民センターで開かれた「頼朝旗挙げの調べ－相模
武士の誉」の模様を湘南チャンネル（2ch）で録画放映します。
u放映日時 1月2日（木）午後8時～9時30分　講演「相模のものの
ふたち」（講師：永井路子さん）、5日（日）午後3時～4時30分・7日
（火）午後7時～8時30分　与一甚句、琵琶

び わ

、尺八などの演奏

新春に歴史を考えよう

「相模武士
も の の ふ

の誉」をテレビ放映
◇問い合わせ先　文化財団（132－2236）
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平塚市役所　〒254-8686 浅間町9-1
123-1111・35-1111

解雇などの労働問題の相談会を開きます。弁護士によ
る相談（電話予約制）もご利用ください。 u日時 12月
19日（木）午前9時～午後7時（弁護士相談は午後1時から）
u会場 県平塚合同庁舎

リストラ・解雇関連トラブル相談会
◇問い合わせ先　県平塚商工労働センター（122－2711内線283）

◆
環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

市
の
環
境
基
本
計
画
の
進
行

管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の

立
場
か
ら
提
言
を
す
る
、
環
境

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
主
な
応
募
条
件

①
１
年
以

上
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
②
応
募
時
に
、
20
〜
75
歳
③

平
日（
年
２
〜
３
回
）に
開
催
す

る
審
議
会
に
出
席
で
き
る

▽
募
集
人
数

４
人

▽
任
期

２
年
間（
報
酬
あ
り
）

▽
応
募
方
法

市
役
所
1
階
案

内
窓
口
、
公
民
館
、
図
書
館
、

環
境
政
策
課（
市
役
所
新
館
３

階
）な
ど
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
環
境
政
策

課（
〒
254
ー
8686
浅
間
町
９
ー
１
、

6
21
ー
９
６
０
３
）へ
。
平
塚

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

一
面
右
上
参
照
）か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▽
締
め
切
り

1
月
10
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
政

策
課（
内
線
２
６
５
９
）へ
。

◆
下
島
、
真
土
、
横
内
な
ど
で

公
共
下
水
道
の
処
理
を
開
始

十
二
月
一
日
か
ら
次
の
区
域

で
公
共
下
水
道
に
よ
る
処
理
を

開
始
し
ま
し
た
。

▽
公
共
下
水
道
に
接
続
で
き
る

区
域
…
下
島
、
東
真
土
四
丁
目
、

西
真
土
四
丁
目
、
豊
田
打
間
木
、

横
内
、
城
所

▽
接
続
工
事
は
３
年
以
内
に
…

新
た
に
接
続
可
能
と
な
っ
た
区

域
に
建
物
を
お
持
ち
の
方
は
、

平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
ま

で
に
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続

工
事
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

必
要
と
な
る
工
事
は
、
家
庭
用

排
水
や
工
場
な
ど
か
ら
出
る
事

業
用
汚
水
の
排
水
設
備
工
事
、

く
み
取
り
便
所
の
水
洗
化
工
事

な
ど
で
す

▽
工
事
を
す
る
業
者
…
排
水
設

備
工
事
や
水
洗
化
工
事
は
、「
平

塚
市
公
共
下
水
道
指
定
工
事
店
」

で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん

▽
貸
し
付
け
の
あ
っ
せ
ん
と
助

成
金
…
一
般
家
庭
や
貸
家
、
ア

パ
ー
ト
の
排
水
設
備
工
事
や
水

洗
化
工
事
の
費
用
に
お
困
り
の

方
の
た
め
に
貸
し
付
け
の
あ
っ

せ
ん
や
助
成
金
を
交
付
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
有

者
の
異
な
る
２
棟
以
上
の
建
物

が
あ
り
、
私
道
内
に
共
同
で
排

水
設
備
を
設
置
す
る
方
々
の
た

め
に
、「
共
同
排
水
設
備
助
成

金
制
度
」
が
あ
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道

総
務
課（
1
21
ー
８
７
８
５
）へ
。

◆
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
登

録
の
申
請
手
続
き
を

平
成
十
五
、
十
六
年
度
の
物

品
と
建
設
工
事
関
係
の
競
争
入

札
に
参
加
す
る
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
書
を

事
前
に
取
り
寄
せ
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
十

二
月
十
六
日（
月
）か
ら
配
布
し

ま
す
。
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始（
12
月
30
日
〜
１
月

３
日
）は
除
く
。

平
塚
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｕ

Ｒ
Ｌ
は
一
面
右
上
参
照
）か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
物
品
・
施
設
管
理
な
ど
の
委
託

▽
申
請
書
の
配
布

管
財
課（
市

役
所
西
附
属
庁
舎
２
階
）

▽
登
録
受
け
付
け

１
月
16
日

（
木
）〜
31
日（
金
）市
役
所
Ｂ
会

議
室（
東
附
属
庁
舎
２
階
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
管
財
課

（
内
線
２
２
２
４
）へ
。

●
建
設
工
事
関
係

▽
申
請
書
の
配
布

建
設
総
務

課（
市
役
所
４
階
）

▽
登
録
受
け
付
け

１
月
27
日

（
月
）〜
２
月
27
日（
木
）市
役
所

本
庁
舎
地
下
入
札
室

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
総

務
課（
1
21
ー
８
７
８
０
）へ
。

◆
中
小
企
業
の
技
術
者
研
修
の

費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す

中
小
企
業
の
技
術
力
の
強
化

や
人
材
育
成
の
た
め
に
、
従
業

員
を
技
術
者
研
修
に
派
遣
し
た

事
業
者（
企
業
）に
対
し
、
派
遣

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象

市
内
で
１
年
以
上
継

続
し
て
製
造
業
を
営
ん
で
い
る

事
業
者

▽
対
象
事
業

県
産
業
総
合
研

究
所
、
県
工
業
技
術
研
修
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
実
施
す
る
中
小
企

業
技
術
者
研
修
事
業
の
う
ち
、

研
修
期
間
が
２
日
間
以
上
に
わ

た
る
も
の

▽
補
助
金
額

研
修
に
か
か
る

受
講
料（
１
人
に
つ
き
）の
２
分

の
１
以
内

※
五
万
円
が
限
度
で
す

▽
提
出
書
類

受
講
料
の
払
込

み
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
、

受
講
者
の
在
籍
証
明
書
、
修
了

証
書
の
写
し
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
工
業
労

政
課（
1
35
―
８
１
０
９
）へ
。

◆
工
業
統
計
調
査
を
し
ま
す

製
造
業
の
事
業
者
を
対
象
に

工
業
統
計
調
査
を
し
ま
す
。
十

二
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

（
1
21
ー
８
７
９
７
）へ
。

◆
人
権
作
文
の
結
果

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
神
奈
川
県
大
会
な
ど
の

結
果
、
次
の
中
学
生
が
上
位
入

賞
し
ま
し
た（
敬
称
略
）。

○
神
奈
川
県
大
会
　
金
賞

・
「
理
解
し
て
い
く
心
」
安
藤

楠
々
子（
大
野
中
３
年
）

○
小
田
原
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
予
選
　
銅
賞

・
「
心
に
平
和
の
と
り
で
を
」

吉
川
彩
子（
土
沢
中
３
年
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活

動
推
進
課（
内
線
２
２
５
４
）へ
。

◆
平
塚
市
人
権
擁
護
委
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た

十
六
年
余
り
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

松
井
洋
子
さ
ん
が
法
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活

動
推
進
課（
内
線
２
２
５
４
）へ
。

十
月
十
一
日
、
二
十
九
日
に

行
わ
れ
た
監
査
に
つ
い
て
、
監

査
委
員
内
藤
光
孝
さ
ん
、
相
原

光
治
さ
ん
、
柳
川
藤
一
さ
ん
、

山
原
栄
一
さ
ん
か
ら
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

【
監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果
】

◆
随
時
監
査（
平
成
十
三
年
度

の
補
助
金
に
係
る
交
付
事
務
の

執
行
）

▽
商
業
観
光
課（
中
心
商
店
街

に
ぎ
わ
い
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
・

平
塚
市
商
店
街
連
合
会
補
助
金
・

ひ
ら
つ
か
市
民
プ
ラ
ザ
運
営
費

補
助
金
）、
工
業
労
政
課（
平
塚

市
工
業
会
連
合
会
補
助
金
・
平

塚
市
勤
労
者
共
済
会
補
助
金
・

西
湘
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

補
助
金
）…
補
助
金
交
付
事
務

の
執
行
は
、
良
好
に
行
わ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
た

◆
財
政
援
助
団
体
監
査（
平
成

十
三
年
度
の
補
助
金
に
係
る
出

納
そ
の
ほ
か
の
事
務
の
執
行
）

▽
平
塚
市
中
心
街
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
・
平
塚
市
商
店
街
連

合
会
・（
財
）平
塚
市
開
発
公
社
・

平
塚
市
工
業
会
連
合
会
・
平
塚

市
勤
労
者
共
済
会
・
西
湘
地
域

労
働
者
福
祉
協
議
会
…
補
助
金

に
係
る
出
納
お
よ
び
そ
の
ほ
か

の
事
務
の
執
行
は
良
好
に
行
わ

れ
、
補
助
目
的
は
達
成
さ
れ
た

と
認
め
ら
れ
た

◆
定
期
監
査（
平
成
十
四
年
度

の
予
算
の
執
行
な
ど
財
務
に
関

す
る
事
務
）

▽
小
学
校（
富
士
見
、
花
水
、
中

原
、
城
島
、
岡
崎
、
金
田
、
土

屋
、
吉
沢
、
な
で
し
こ
）、
中
学

校（
太
洋
、
浜
岳
、
神
田
、
土

沢
、
金
目
）、
幼
稚
園（
ひ
ば
り
、

土
屋
）…
経
理
事
務
に
つ
い
て

は
、
良
好
に
行
わ
れ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
た
。
備
品
の
管
理
状

況
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
管
理

と
認
め
ら
れ
た
。
施
設
の
管
理

状
況
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
補

修
な
ど
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
が
、
総
体
的
に
良
好
な
管

理
と
認
め
ら
れ
た

▽
公
民
館（
松
原
、
富
士
見
、
大

野
、
八
幡
、
四
之
宮
、
大
神
、
金

目
、
旭
北
、
大
原
）…
備
品
の

管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、
良
好

な
管
理
と
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

施
設
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、

一
部
に
補
修
な
ど
を
要
す
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
総
体
的
に

良
好
な
管
理
と
認
め
ら
れ
た

監
査
の
結
果

12月納期の市税・手数料
◆対象税など
・市県民税　　　　　　（第４期）
・国民健康保険税　　　（第７期）
・介護保険料　　　　　（第７期）
・清掃し尿従量手数料　（第９期）
・清掃し尿ごみ定額手数料（第３期）
・公共下水道使用料　　（第９期）
◆納期最終日 1月6日（月）

こちら「119番」消防署です�

平塚市消防本部のホームページ
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/shoubou/

空気が乾燥し、火災がとても発生しやすい
季節になりました。消防本部では、12月25日
から31日まで、歳末火災特別警戒を実施しま
す。この期間、火気の取り扱いに注意し、火
災に対する警戒をしていただくため、消防庁
舎に看板を立てたり、懸垂

けん す い

幕を掲示したり、
消防車両などでの市内巡回をしたりします。
自宅の周囲を見回して、燃えやすいものが置
いてあれば取り除くなど、火災が発生しない
ように心掛けましょう。

歳末火災特別警戒

親
は
、
か
わ
い
い
わ
が
子

に
、「
健
や
か
で
優
し
く
賢
い

子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
願

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎
日

を
少
し
で
も
有
効
に
過
ご
す

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
子
は
小
学
校
二
年
生
。

最
近
、
目
を
パ
チ
パ
チ
さ
せ

た
り
、
肩
を
上
下
に
動
か
し

た
り
す
る
こ
と
が
目
に
付
き
、

そ
れ
を
心
配
し
た
母
親
が
相

談
に
来
ま
し
た
。
Ａ
子
は
二

人
姉
妹
の
妹
で
、
母
親
が
姉

に
言
う
こ
と
を
い
つ
も
聞
き

な
が
ら
育
ち
、
母
親
の
望
む

よ
う
な
良
い
子
で
い
よ
う
と

が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
Ａ

子
は
、
ピ
ア
ノ
な
ど
三
つ
の

習
い
ご
と
を
し
て
い
ま
す
。

勉
強
や
習
い
ご
と
の
た
め
の

練
習
が
あ
る
の
で
、
友
達
と

遊
べ
る
の
は
わ
ず
か
な
時
間

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
テ
レ
ビ

も
見
た
い
」、「
ゲ
ー
ム
も
や

り
た
い
」
な
ど
、
や
り
た
い

こ
と
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

母
親
は
、
相
談
を
続
け
る

中
で
、
よ
か
れ
と
思
う
あ
ま

り
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ほ
ぼ

一
方
的
に
Ａ
子
の
行
動
を
決

め
て
い
た
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
迷
い
は
あ
り
ま
し
た

が
、
習
い
ご
と
を
減
ら
し
て

自
由
に
使
え
る
時
間
を
増
や

す
な
ど
、
成
長
に
合
わ
せ
、

Ａ
子
の
気
持
ち
や
思
い
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
母
と
Ａ
子

と
の
か
か
わ
り
方
を
見
直
し

始
め
ま
し
た
。

◆
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ

ー（
崇
善
小
学
校
北
側
1
36

ー
６
０
１
２
）

母
と
子
の

か
か
わ
り

平塚の豊かな自然の風景、まつり・

行事、史跡など平塚市を紹介できるよ

うな作品を募集します。

uサイズ カラーキャビネ以上四つ切

りまで、カラースライド35ミリ

※白黒写真や組写真は応募できません。

u応募方法 市役所1階案内窓口、公

民館などにある応募票を作品の裏面に

はり、平塚市観光協会事務局（〒254

－8686浅間町9－1・商業観光課内）また

は平塚カメラ商組合加盟店へ

u締め切り 1月27日（月）

お問い合わせは、商業観光課（135

－8107）へ。

□問 消防本部警防課（121ー9729）

u採用人数 2人（選考）

u応募方法 市販の履歴書（写真を添

付）に必要事項を記入し、1月24日（金）

までに本人が直接、広報課（市役所

3階）へ　

※土・日曜日、祝日、年末年始は除く。

u選考試験日時・会場 2月11日（祝）

午後1時開始、中央公民館　　　　　　　 □問 広報課（121－8761）

ケーブルテレビの湘南チャンネル（2ch）で放映している、市の広報

番組「くすのきTime」に出演する市民アナウンサーを募集します。3

月下旬から、毎週平日1回1年以上、番組制作を手伝ってみませんか。

u対象 市内にお住まいの18歳以上の方（高校生は除く）
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P
中
村
俊し

ゅ
ん

介す
け

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
3
月
5
日
生
ま
れ

（
北
金
目
）

Q
斎
藤
夏な

つ

妃き

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
7
月
16
日
生
ま
れ

（
菫
平
）

P
吉
澤
誠
一

せ
い
い
ち

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
7
月
10
日
生
ま
れ

（
八
重
咲
町
）

Q
細
野
愛あ

い

花か

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
2
月
1
日
生
ま
れ

（
八
千
代
町
）

Q
永
岡
朋と

も

子こ

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
3
月
17
日
生
ま
れ

（
上
吉
沢
）

★応募写真はケーブルテレビ2ch「くすのきTime」で紹介しています（1人1回・掲載写真は除く）。

Q
松
岡
摩
耶
花

ま

や

か

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
1
月
11
日
生
ま
れ

（
岡
崎
）

●保健センター
・中里34-17
・134-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

一
年
で
最
も
昼
の
時
間
が
短
く
な
る
日
―
冬
至
。

太
陽
が
出
て
い
る
時
間
が
最
も
短
く
な
る
こ
と
か
ら
、

冬
至
は
太
陽
の
力
が
最
も
弱
く
な
る
日
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
昔
の
人
々
は
、
太
陽
の
力
の
復
活

を
願
い
、
太
陽
の
色
に
似
た
「
黄
色
」
の
も
の
を
摂

取
し
た
と
い
う
。
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
に
と
「
柚ゆ

子ず

湯
」
に
入
っ
た
り
、
お
金
に
困
ら
な
い
よ
う
に
と

「
か
ぼ
ち
ゃ
」
を
食
べ
た
り
す
る
言
い
伝
え
が
そ
れ

だ
。
昔
の
人
々
の
知
恵
に
は
い
つ
も
、
自
然
と
と
も

に
暮
ら
し
、
自
然
を
大
切
に
し
て
い
た
証

あ
か
し

が
あ
る
。

さ
て
、
総
合
公
園
の
中
央
大
池
の
南
側
に
、「
日

時
計
」
が
あ
る
。
太
陽
の
光
を
背
に
受
け
、
こ
の
時

期
最
も
長
く
伸
び
る
影
は
、
太
陽
の
存
在
感
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、
自
然
と
向
き
合
う
こ
と

が
少
な
く
な
っ
た
わ
た
し
た
ち
へ
、
そ
の
恵
み
を
忘

れ
な
い
で
と
伝
え
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

今
年
の
冬
至
は
十
二
月
二
十
二
日
。
こ
の
日
を
境

に
力
を
取
り
戻
し
、
再
び
生
ま
れ
る
太
陽
の
力
。
さ

あ
、
一
年
間
の
恵
み
に
感
謝
し
、
今
年
は
、
久
し
ぶ

り
に
柚
子
湯
と
か
ぼ
ち
ゃ
で
「
太
陽
の
誕
生
日
」
を

祝
う
と
し
よ
う
。

冬
至
は
太
陽
の
誕
生
日

四
之
宮
に
伝
わ
る
人
形
芝
居
「
前
鳥

座
」
は
、
古
く
は
「
四
之
宮
人
形
」
と

呼
ば
れ
た
郷
土
の
伝
統
芸
能
で
す
。
江

戸
時
代
の
中
ご
ろ
に
は
、
四
之
宮
の
鎮

守
で
あ
る
前
鳥
神
社
で
奉
納
行
事
と
し

て
演
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

「
前
鳥
座
」
の
名
称
は
大
野
町
と
平

塚
市
と
の
合
併
の
際
、
当
時
の
戸
川
貞

雄
市
長
が
前
鳥
神
社
に
ち
な
ん
で
命
名

し
た
も
の
で
す
。
現
在
、
厚
木
市
の「
長

谷
座
」
と
「
林
座
」、
小
田
原
市
の「
下

中
座
」、
南
足
柄
市
の
「
足
柄
座
」
と

と
も
に
、
県
下
に
残
る
相
模
人
形
芝
居

を
伝
承
す
る
五
座
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

前
鳥
座
に
伝
わ
る
人
形
浄

じ
ょ
う

瑠
璃

る

り

芝
居

は
「
三
人
遣
い
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

一
体
の
人
形
を
人
形
の
首
（
か
し
ら
）

と
右
手
を
遣
う
主
遣
い
、
人
形
の
左
手

を
遣
う
左
遣
い
、
足
を
遣
う
足
遣
い
の

三
人
で
息
を
合
わ
せ
て
操
り
ま
す
。

前
鳥
座
に
は
現
在
、
五
十
点
の
首
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
半
は
明
治
四

十
二
年
に
起
き
た
四
之
宮
の
大
火
で
人

形
道
具
一
式
を
焼
失
し
て
間
も
な
い
こ

ろ
に
大
阪
へ
出
向
き
買
い
求
め
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
座
員
た
ち
は
、

自
ら
の
家
の
復
興
を
後
回
し
に
し
て
ま

で
首
を
購
入
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
大
念
寺
（
四
之
宮
五
丁
目
）

に
は
、
こ
う
し
た
伝
統
の
技
と
人
形
を

座
に
伝
え
、
指
導
し
た
吉
田
朝
右
衛
門

と
吉
田
三
十
郎
、
そ
し
て
三
十
郎
の
妻

ワ
カ
の
三
人
の
師
匠
の
墓
が
座
員
た
ち

に
よ
り
建
立
さ
れ
、
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
鳥
座
の
公
演
は
、
前
鳥
神
社
の
例

大
祭
を
は
じ
め
、
七
夕
ま
つ
り
の
定
期

公
演
、
福
祉
施
設
の
慰
問
公
演
な
ど
年

間
十
回
以
上
に
お
よ
び
ま
す
。
平
塚
を

代
表
す
る
誇
り
あ
る
郷
土
芸
能
と
し
て

継
承
さ
れ
て
き
た
前
鳥
座
は
、
今
年
、

神
奈
川
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
、
二
十
周
年
の
区
切
り
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。

▽
担
当
　
社
会
教
育
課
（
1
35
―
８
１

３
０
）

s第21回t

相模人形芝居
前鳥
さ き と り

座

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

応募方法 カラー写真の裏に
赤ちゃんの氏名（ふりがな）・
生年月日・性別・住所・電話
番号を記入し、広報課「赤ち
ゃんのステージ」係（〒254-

8686 浅間町9-1）へ。対象は
市内にお住まいの1歳未満（掲
載時）の赤ちゃん。締め切り
は前月の20日（抽選）。今回の
応募は38人。

【母親父親教室】
時間は午後1時30分～4時、

20日のみ午前10時～午後2時。
◇前期（妊娠6か月までの方）
・ 6 日（月）歯の衛生、妊娠中
の過ごし方

・20日（月）調理実習で学ぶ妊
娠中と産後の栄養〈予約制〉

◇後期（妊娠8か月以降の方）
・27日（月）お産の進み方と産
後の過ごし方、呼吸法など

・31日（金）赤ちゃんのおふろ
※祖父母教室 27日の母親父
親教室と同時開催

【妊婦・新生児の訪問相談】
妊娠中の健康管理や、生後

間もない赤ちゃんに関する相

談をご自宅に伺ってお受けし
ます〈予約制〉。
【育児相談】
生活、歯の衛生、食事の相談。

◇受け付け 毎週水曜日午前
9時30分～10時30分

【にこにこ相談】
生活、食事の相談。

◇受け付け 15日（水）・29日
（水）午後1時30分～3時

【個別健康診査】
指定医療機関へ直接お申し

込みください。
◇4か月児対象（満4か月～5か
月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに案

内通知をお届けします。受け
付けは午後1時～2時です。
◇1 歳6 ～7 か月児対象
・ 7 日 13年 6 月 1 日～10日生
・14日 13年 6 月11日～20日生
・21日 13年 6 月21日～30日生
◇3 歳2 か月児対象
・ 9 日 11年11月 1 日～10日生
・16日 11年11月11日～20日生
・23日 11年11月21日～30日生
【歯科健康診査〈予約制〉】
◇2歳1か月児対象
・15日（水）午後1時30分～3時
・30日（木）午前9時30分～11時

離乳食の進め方など成長に
合わせたコースです。1週間
前までにご予約を。
【ごっくん離乳食教室】
・3～5か月児対象、30日（木）

午後1時30分～3時
【もぐもぐ離乳食教室】
・7～8か月児対象、10日（金）･
24日（金）午後1時30分～3時

【ｶﾐｶﾐ･ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ離乳食教室】
・10～12か月児対象、9日（木）
午前10時～11時

【離乳食卒業教室】
・1歳3か月～1歳5か月児対象、
28日（火）午前10時～11時

お子さんと一緒に楽しく学
べる体験教室です〈予約制〉。
【すくすく子育て教室】
赤ちゃんの病気と育児・遊
び方など。5～6か月児対象。
・ 8 日（水）午後1時30分～3時
15分

【のびのびキッズ2歳児教室】
2歳児対象の体験教室。31

日のみ2歳～2歳6か月児対象。
時間は午前10時～11時です。
・17日（金）楽しい食卓と好き
嫌い

・24日（金）むし歯予防とブラ
ッシング実習

・31日（金）生活リズムと遊び方

赤ちゃんとクリスマス
今年生まれた赤ちゃんにと
っては、初めてのクリスマス。
部屋の飾りつけなどを一緒に
楽しみましょう。でも、ごち
そうは来年のお楽しみに。ど
うしても、ケーキをあげたい
ときは、9か月以降なら離乳食
の時間にどうぞ。その際は、ス
ポンジ台にいちごを飾って生
クリームはほんの少しトッピ
ングする程度にしましょう。

● 1月のカレンダー

育児一口メモ
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